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計画の策定にあたって 

 

１．計画の背景  

 
 

墨田区は昔から下町らしい人情のあふれたまちとして、隣近所での相互扶助が日常的に行われ

てきたまちです。また、家族や親族で支える中小企業が多いことから、家族・親族間のつながり

も強く、互いに助けあってきたまちです。しかしながら、経済構造の変化、人々の活動範囲の広

域化、高層住宅や新しい住民の増加、家族や地域に対する人々の考え方の変化等の中で、そうし

た助けあい、支えあう地域や家族のきずなが、徐々に希薄になり、家族や地域コミュニティは大

きく様変わりしてきています。 

 
 
少子高齢化や世帯の核家族化・単身化が急激に進行する中で、墨田区においても、高齢者の孤

立死や子どもの虐待をはじめ、さまざまな問題が多くなってきています。さらに、平成 23年 3

月の東日本大震災を契機に、災害に対する備えや、日頃からの関係機関・近隣住民等におけるつ

ながりの強化も求められています。 

こうした地域の諸問題の解決や防止等には、区が各種の福祉保健の施策や施設の充実を図っていく

とともに、区民、地域団体、社会福祉法人等の地域に存在する多様な主体が、それぞれ自らできる

ことと果たすべき役割を明らかにし、区とともに、お互いに連携・協力して、行動していくこと

が必要です。  
 
 
区では、平成12 年度に「すみだ やさしいまち」宣言を行い、これまで１５年以上にわたり「人

にやさしいまち」の実現をめざして様々な区民活動を行ってきました。「やさしさ」と「おも

いやり」の心がすみだのまちに広がってきています。 

また、平成 17 年度に改定した墨田区基本構想においては、区と区民・区内団体等との協働の

考え方を「協治（ガバナンス）」として打ち出し、区政運営の指針としました。さらに「墨田区

協治（ガバナンス）推進条例」（平成23 年4 月1 日施行）を制定するなど、区民や区内団体・

事業者等との協働による地域運営を積極的に推進し、協働の意識が多くの分野で根付き始めて

います。 

  
 

墨田区ってどんなまち？ 

どんなことが求められているの？ 

いままでにどんなことをしてきたの？ 
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２．地域福祉推進の考え方  

（１）地域福祉とは 

行政の福祉サービスは、障害者福祉、高齢者福祉、児童福祉など対象ごとに分かれた制度のも

と、分野ごとに充実が図られてきました。しかしながら、地域に暮らす人々のニーズが多様化・

複雑化する中、公的サービスだけでは対応することが難しい課題や、制度をまたがる複合的な課

題、制度の谷間になっている課題などが生じています。 

こうした課題を解決するためには、地域の人と人とのつながりが欠かせません。地域で暮らす

住民同士の支えあい・助けあいを推進するとともに、地域に存在する多様な主体が連携・協働

することにより、子どもから高齢者まで、障害のある人もない人も、区民の誰もが自分らしく、

安心して暮らし続けることのできる地域をつくっていくこと、それが「地域福祉」です。 

 
（２）プラットフォームという考え方 

  住民同士の支えあい・助けあいや多様な主体の連携・協働には、お互いを「知り」、お互いが「つ

ながり」、ともに「行動する」ことが大切です。そのような機能を持っている場が「プラットフ

ォーム」です。 

  「プラットフォーム」は地域の住民や関係機関がつながる場、地域の課題を見つけ、学びあう場、

解決策を話しあう場、役割分担し、行動していくための場です。地域にプラットフォームを増やして

いくことが地域福祉の推進の原動力となります。 
 
（３）地域福祉計画の役割 

｢地域福祉計画｣は、地域のさまざまな課題の解決にむけて、地域福祉を推進するためのしくみ

をつくる計画です。 

墨田区の地域福祉計画は、プラットフォームをはじめとする地域福祉推進のしくみづくりのた

め、区民、地域の関係団体・機関、区が、どのような役割を果たすべきか、どのような取り組み

をしていけばいいのか、という方向性を示す役割を担っています。 

  本計画では、いままでに広がってきた「やさしさ」や「おもいやり」の心、そして「協働」の

意識を背景に、「プラットフォームによる地域福祉」を推進することに主眼を置いています。 
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（４）地域福祉推進の各主体 

１）区民 

地域の主役は、その地域に暮らす区民一人一人です。 

地域の一員として、自分の暮らすまちに関心をもち、少しずつ地域に目をむけて、日頃から声

をかけあう、見守りあう、地域の行事や活動に参加するなど、身近にできることから始め、周り

の人とつながりをつくっていくことが期待されます。 

 
２）町会・自治会等 

町会・自治会や老人クラブ、ＰＴＡ等の地縁に基づく組織は、もっとも区民に近い存在であり、

地域活動の基盤となる組織です。区民の地域生活を支える活動を推進するとともに、支援が必要

な人や地域の課題を発見し、民生委員・児童委員、専門機関、区等と協力して必要なサービス・

支援・活動につなげていくことが期待されます。 

 
３）ボランティア・ＮＰＯ 

ボランティア・ＮＰＯには、地域の課題解決に主体的に取り組む担い手として活動内容を充実

させていくとともに、活動情報を広く発信することで、地域住民や地域のさまざまな活動者・活

動団体、関係機関等とつながり、地域福祉活動を活性化させていくことが期待されます。 

 
４）民生委員・児童委員 

民生委員・児童委員は、地域福祉の推進役として、常に住民の立場になって相談に応じ、必要

な支援につなげる地域のボランティアです。地域の身近な相談役、地域住民と各支援センターと

の橋渡し役や、住民同士の支えあい・助けあい活動の核として、町会・自治会と協力して活動を

推進していくことが期待されます。 

 
５）社会福祉法人・福祉施設 

障害者、高齢者、子ども等と直接かかわり、支援を行う地域の社会福祉法人・福祉施設には、

専門性を活かして、利用者の立場に立った質の高いサービス提供を行うこととあわせて、地域と

つながりあうことで地域の課題を共有し、各主体と連携して地域福祉活動を推進していくことが

期待されます。 

 
６）企業・商店・事業所・医療機関 

企業・商店・事業所・医療機関には、普段の仕事を通じて地域の住民とかかわる中で気づいた

地域の課題を専門機関や区等につなげることや、課題の解決に向けてできることに取り組むこと

などが期待されます。 

また、地域の一員として企業の社会的責任（ＣＳＲ）を果たし、各々の得意分野やノウハウ、

人材を活かした活動を推進していくことが期待されます。 
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７）社会福祉協議会 

社会福祉協議会は、社会福祉法により地域福祉の推進を図ることを目的とする団体として位置

づけられており、地域住民、社会福祉の関係者などの参加・協力を得て組織され、活動すること

を大きな特徴とする組織です。 

そのため、区民の地域福祉に対する関心や意識を高め、住民主体の活動を促進するとともに、

地域のニーズや課題を明らかにし、地域住民、地域団体、福祉施設などの参加・協力のもと、そ

の解決にむけた住民同士の助けあい活動やサービス事業を企画・開発し、実施するなどにより、

地域福祉を推進していく役割が求められます。 

また、本計画を区と共に推進し、区民、町会・自治会、ボランティア・ＮＰＯ、民生委員・児

童委員、社会福祉法人・福祉施設、企業・商店・事業所・医療機関、区などの間のつながりをつ

くっていくことが期待されます。 

 
８）区 

区は、地域福祉に関するさまざまな施策を総合的に推進し、公的な福祉サービスを適切に運営

する役割を担います。 

また、区民の地域福祉活動を支える基盤の整備や、必要な情報の発信に加え、区民、町会・自

治会等、ボランティア・ＮＰＯ、民生委員・児童委員、社会福祉法人・福祉施設、企業・商店・

事業所・医療機関、社会福祉協議会などが連携・協働していくためのしくみづくりなどを担って

いく必要があります。 

さらに、区の各分野の施策に対して、本計画と整合性をもって展開されるように調整を図って

いきます。 

 
■各主体の役割 

区民の役割 
・地域の福祉に関心をもつ 

・周りの人とつながりをつくっていく 

町会・自治会等の役割 
・区民の地域生活を支える活動を推進する 

・支援が必要な人や地域の課題を、サービス・支援・活動につなぐ 

ボランティア・NPOの
役割 

・取り組んでいる活動の内容を充実させ、発信する 

・地域福祉の各主体とつながり、活動を活性化する 

民生委員・児童委員の
役割 

・地域の身近な相談役、地域住民と区等の橋渡し役となる 

・住民同士の支えあい・助けあい活動の核として活動を推進する 

社会福祉法人・福祉施
設の役割 

・専門性を活かし、質の高いサービスを提供する 

・地域とつながり、課題を共有する 

企業・商店・事業所・ 
医療機関の役割 

・仕事を通じて気づいた地域の課題を、専門機関や区等につなぐ 

・得意分野やノウハウ、人材を活かした取り組みを進める 

社会福祉協議会の役割 

・住民主体の活動を促進する 

・地域のニーズ・課題を明確にし、その解決にむけた活動・サービス事業を
開発・企画、実施する 

・本計画を区と共に推進する  ・地域福祉の推進主体間をつなげる 

区の役割 

・施策を総合的に推進し、公的福祉サービスを適切に運営する 

・地域福祉推進のための基盤を整備し、情報を発信する 

・地域福祉の推進主体間の連携・協働のしくみをつくる 

・区の各分野の施策と本計画との整合性を図る 
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３．計画の性格と位置づけ  

本計画は、次の（1）から（3）の性格と位置づけを持つ計画として策定します。 

（1）墨田区基本構想及び基本構想に基づく墨田区基本計画との整合性を保ちつつ、区民、地 

域の関係団体・機関、区がそれぞれの役割を明確に認識し、互いに協働しながら地域福祉

を推進するための基本指針を示す計画 

（2）墨田区における福祉分野の部門別に策定している各個別計画の基礎となる福祉計画であ

るとともに、これら個別計画や区民の健康づくり総合計画、及び墨田区社会福祉協議会の

地域福祉活動計画間を総合調整し、計画相互の有機的連携を図る計画 

（3）社会福祉法第 107 条の規定に基づく「市町村地域福祉計画」として、次に掲げる内容を

一体的に定める計画 

①福祉サービスの適切な利用の促進に関すること 

②社会福祉事業の健全な発達に関すること 

③地域福祉活動への住民参加の促進に関すること 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

墨 田 区 基 本 構 想 

 

 墨 田 区 基 本 計 画

高
齢
者
福
祉
総
合
計
画
・ 

介
護
保
険
事
業
計
画 

障
害
者
行
動
計
画
・ 

障
害
福
祉
計
画 

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画 

区
民
の
健
康
づ
く
り
総
合
計
画 

 地 域 福 祉 計 画 
調整 

 調
整 

地 域 福 祉 活 動 計 画 

（墨田区社会福祉協議会） 
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４．計画の期間  

本計画は、平成 28（2016）年度からの 5年間、平成 32（2020）年度までを計画期間としてい

ます。 

本計画に先立って、平成23（2011）年度から平成32（2020）年度の10 年間を計画期間とする

第三次地域福祉計画が策定されており、この計画の後期計画として本計画を策定しました。 

また、本計画は、同時に改定している区民の健康づくり総合計画と内容の整合性を図っていま

す。さらに、平成28（2016）年度以降に策定予定の各計画の内容に反映させていきます。 

 
 

年度 
平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 

（２０１５年） （２０１６年） （２０１７年） （２０１８年） （２０１９年） （２０２０年） 

墨田区基本計画 
      

地域福祉計画 
      

高齢者福祉総合計画 

介護保険事業計画 

      

障害者行動計画 
      

障害福祉計画 
      

次世代育成支援 

行動計画 

      

子ども・子育て支援 

事業計画 

      

区民の健康づくり 

総合計画 

      

地域福祉活動計画 

（社会福祉協議会） 

      

 
 
 
  

改
定 

改
定 

本計画（後期計画） 

第６期 

新計画（～平成３７年度） 

第４期（後期） 

第４期 

改
定 

改
定 

改
定 

改
定 

前計画 

前期計画 

前計画 新計画（～平成３７年度） 
改
定 

改
定 第３次（前期） 
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５．計画の策定体制と「協治（ガバナンス）」による改定 

本計画は、地域福祉を推進している団体の代表や区民等から構成される「墨田区地域福祉計画

推進協議会」における協議・検討を通じて、改定・策定を行いました。 

庁内においては、「墨田区地域福祉計画推進本部」「墨田区地域福祉計画推進本部幹事会」を設

置し、関連部署間の連絡調整等を密にし、全庁をあげた取り組みを進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画改定にあたっては、「協治（ガバナンス）」による丁寧な改定を目指し、「量的」な調査よりも「質的」

な調査を重視しました。 

調査にあっては、まず地域の相談機関として地域福祉の中心となる民生委員・児童委員の方々に対し、

ヒアリングとアンケートを実施しました。また、地域福祉に関するさまざまな事業を行っている社会福祉

協議会の担当職員にヒアリングを行い、できる限り区民に近い目線での情報を集めるように工夫しました。

障害者団体連合会へのヒアリングでは、障害のある当事者の生の声を聴くことができました。 

さらに、社会福祉法人・福祉施設、児童館、高齢者みまもり相談室、高齢者支援総合センター、子育て

支援総合センターにもアンケートを行い、関係機関と地域住民がどのようにつながりを持っているかを中

心に調査しました。 

これらの調査でいただいた貴重な意見を最大限に活かして改定することはもちろん、どのように反映さ

れたのかがわかるようにすることを念頭に、改定を進めました。 

 

地域福祉計画 

推進本部 

地域福祉計画 

推進本部 幹事会 

地域福祉計画 

推進協議会 

民生委員 

社協 

区 

福祉施設 

社福法人 

ボランティア 

学識経験者 

障害者団体 

老人クラブ 

NPO 

医療関係 

民生委員 
(アンケート) 
(ヒアリング) 

障害者団体 
連合会 

(ヒアリング) 

すみだ地域福祉・ 
ボランティアフォーラム 

(ディスカッション) 

子育て支援 
総合センター 
(アンケート) 

高齢者支援 
総合センター 
(アンケート) 

社会福祉法人 
(アンケート) 

児童館 
(アンケート) 庁内検討

体制 

高齢者みまもり相談室 
(アンケート) 

パブリックコメント 

社会福祉協議会 
(ヒアリング) 
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■ヒアリング調査 

実施日 ヒアリング先 主な内容 

平成27年5月11日（月） 民生委員・児童委員会長会 地域における活動事例と課題 

平成27年5月21日（木） 社会福祉協議会 
（ボランティアセンター） 

ボランティアに関する成果と課題 

平成27年5月21日（木） 社会福祉協議会 
（権利擁護事業） 

権利擁護に関する成果と課題 

平成27年5月21日（木） 社会福祉協議会 
（広報活動） 

広報に関する成果と課題 

平成27年5月21日（木） 社会福祉協議会 
（小地域福祉活動） 

小地域福祉活動に関する成果と課題 

平成27年5月22日（金） 社会福祉協議会 
（ボランティアセンター分館） 

ハート・ライン21等に関する成果と

課題 

平成27年7月21日（火） 墨田区障害者団体連合会 地域生活での困っていることや 

良かったこと 

 
■アンケート調査 

調査対象 配布数 回収数 

民生委員・児童委員 1５５部 150部 

社会福祉法人・福祉施設 41部 34部 

高齢者みまもり相談室 8部 8部 

高齢者支援総合センター 8部 6部 

子育て支援総合センター 1部 1部 

児童館 1３部 10部 

 
■すみだ地域福祉・ボランティアフォーラム 

開催日 参加者数 
ディスカッション 

テーブル数 

平成27年7月4日（土） 131名 15 

 
■パブリック・コメント 

期間 意見数 

平成 年 月 日（ ）～平成 年 月 日（ ） 件 

 
 


